
研究課題目的設定表 （様式９）
■ □ (

１ 研究の目的・概要

２ 課題設定の背景（問題の所在、市場・ニーズの状況等）

３　最終到達目標
①研究の最終到達目標

②研究成果の受益対象（対象者数を含む）及び受益者への貢献度

４　全体計画及び財源

令和 ３ 年度 当初予算 補正予算 月) 記入日 令和 ２年 10月 30日

機関長名 鈴木　光宏 担当(班)名 資源利用部
連　絡　先 018－882－4511 担当者名 佐藤　博文
政策コード 3 政　策　名 新時代を勝ち抜く攻めの農林水産戦略
施策コード 5 施　策　名 「ウッドファーストあきた」による林業・木材産業の成長産業化
指標コード 2 施策の方向性 林業の成長産業化に向けた生産・流通体制の強化

重点（事項名） 次世代化を軸としたスギ等新品種の開発 基盤
研究 ○ 開発 ○ 試験 調査 その他
県単 ○ 国補 共同 受託 その他

評　　価　　対　　象　　課　　題　　の　　内　　容

（全体計画において　　　　　  　計画　）
R3 R4 R5 R6 R7

年度 年度 年度 年度 年度

合計
計画予算額(千円) 2,301 1,941 1,941 1,941 1,941 10,065 

一般財源 2,301 1,941 1,941 1,941 1,941 10,065 

国　　　費
そ　の　他

機　関　名 林業研究研修センター 課題コード R030702 事業年度 Ｒ３ 年度 ～ Ｒ７ 年度

課　題　名 低コスト造林を実現する秋田スギの開発

種　　　別

　平均的なスギより1.5倍以上の材積成長性を示し、材質、通直性に優れ、雄花着生量が少ない品種を開発す
る。開発数は、秋田県産品種だけで種子生産が可能になる８品種以上を目標とする。また、個々の遺伝子型解析
を行い、結果をデータベース化する。

　本研究の直接的な受益対象は、県内約２万６千戸の山林所有者であるが、間接的には林業の活性化に伴い種苗
生産や森林管理にかかわる事業者、団体等も受益の対象となる。成果は、再造林率を向上させることで、スギ資
源の枯渇を防ぎ、林業・木材産業の成長産業化に大きく貢献する。

実施内容 到達目標

選抜増殖
年間10本以上の候補木を選
抜増殖する。

成長及び雄花着花
性調査

年間10本以上の候補木の成
長、雄花着生量調査を行う。

品種の確定及び遺
伝子型解析

年２本以上の品種を開発し、
遺伝子型解析に供する。

財源
内訳

　長く低迷している本県のスギ再造林率の向上を図るため、低コスト造林に適した品種の開発を行う。また、各
種遺伝子型解析によって品種本来の性能を引き出す効率的な利用を図り、種子供給の早期実現を目指す。
　本研究は、本県のウッドファースト施策において再造林促進の重要なキーの１つとなるもので、その優れた初
期成長による育林コストの削減、木材の品質や生産性の向上等を実現し、全国トップクラスとなっているスギ資
源の持続的な循環利用や林業の成長産業化に大きく貢献する。
　既往の成果として、本県では、令和元年に２本の特定母樹(注１)を開発しており、国が開発した同等の品種と
ともに早期普及が求められている。

　注1：通常のスギより1.5倍成長の良い林業品種。花粉飛散量も従来の半分以下と少ない。

　本県の民有林スギ人工林の多くは利用期を迎えている。しかし、伐採後の再造林率は２割程度と"伐っても植
えない"状況が長く続いており、将来はスギ資源の枯渇や関連産業の衰退が懸念されている。
　この原因は、伐採・再造林時の収支採算性が低いことにあり、材価高騰が期待できない今、造林コストの削減
が再造林促進に最も効果的な方策とされている。こうした中、苗木や施業の見直しによる造林コスト削減策が講
じられているものの、抜本的な対策に至っていない。
　本研究は、本県の再造林を促進するため、林木育種の面から低コスト造林に適した品種を開発し、種子供給の
早期実現を目指すものである。



外部有識者等の意見・コメント
１
　
必
要
性

・県政の運営指針である第３期ふるさと秋田元気創造プランには森林資源の循環利用が掲げられており、
再造林の促進に係る低コスト造林は重要性が高い。また、県単事業の創設や県職員による再造林プロジェ
クチ－ム、民間林業関係者等が会した地域振興局ごとの協議会の設置など取組を強化している課題である
ことから、施策との合致性も高い。初期成長の高い品種の開発は下刈りコストの低減につながり、さら
に、雄花着生量の少ない品種となると、県民の花粉症対策にも貢献することから、早急に着手する必要が
ある。

・本新規研究課題は、秋田県における林業・木材産業の成長産業化に資する新たなスギ品種の開発を行う
ものであり、政策への適合性、公共性および公益性も極めて高いと考えられる。また、林木を対象とした
新品種の開発は、事業期間の長期化や育種素材の所有等、民間研究機関における実施は難しく、県あるい
は国が行うことが期待される研究事業である。

２
　
有
効
性

・研究課題名が｢低コスト造林｣である以上、新規課題の実施を通じて山林所有者が1.5倍以上の収益が得
られるといった記載の根拠となる具体的なデータを示し、納得感が得られる説明をすることが重要だと思
われる。

・開発する品種の材積成長量が大きいことから、現在のスギの標準伐期齢50年から九州並みの35年程度に
縮減可能になれば、森林資源の循環利用のサイクルが短くなり、植栽から収穫までの投資経費の回収期間
も短くなる。所有者の山への関心も高まり、再造林の促進につながると見込まれることから、有効性は十
分ある。

・林業は秋田県における重要な産業の一つであり、今後の林業・木材産業の振興に極めて高い意義のある
研究課題と考えられる。林木育種事業は長期的な取組であることから、成果の普及に関して、本研究課題
実施後も引き続き公的な支援が必要である。

３
　
技
術
的
達
成
可
能
性

・品種開発の最終到達目標が８種以上ということだが、既に2品種が開発され、今後技術力のある国の関
係機関等の協力を得ながら進めていくことにしていることから、達成可能な目標と見込まれ、種子供給の
早期実現に向け、成果が大いに期待される。

・他研究機関(新潟大学)との協働により、研究開発の進捗が確実なものになると考えられる。なお、スギ
品種の遺伝子判定に関しては、国の研究機関である｢森林総合研究所・林木育種センター｣が全国のスギ品
種を対象としたデータベースをすでに構築していることから、利用する遺伝マーカー等に関して｢森林総
合研究所・林木育種センター｣との情報共有を積極的に行ってほしい。

４
　
そ
の
他



R3年度新規課題

低コスト造林を実現する秋田スギの開発　（Ｒ３～７年度、県単、５か年）

 概　要
　低コスト造林に適した秋田スギの品種開発を行うとともに、遺伝子型解析によって品種
　本来の性能を引き出す効率的な利用を図り、種子供給の早期実現を目指します。

消えゆく秋田スギ資源
利用期にある資源

低迷する再造林

資源の循環利用

に赤信号

再造林の推進
政策目標
　再造林対策プロジェクト

　・令和７年度に再造林率５割超！
技術改良
　造林施業の改良
　・伐採、植栽一貫作業
　・苗木植栽本数の削減
　・下刈り保育作業の低減
　・コンテナ苗の導入
品種開発
　優れた初期成長
　・特定母樹の開発
　　　令和元年２品種（実績）
　　　令和 ２ 年７品種（目標）

品種開発の推進
低コスト造林に適した品種の開発
　次世代化による機能向上
　・特定母樹（エリートツリー）
　　⇒　低コスト再造林の実現

開発品種の効率的利用
　遺伝子マーカーで解析
　・個体識別
　　⇒　適正な品種管理
　・家系解析
　　⇒　近親交配の防止

現状と課題 これまでの対応 本研究の取組

研究開発効果 ⇒　県林業・木材産業の成長産業化！
　成長、材質に優れた品種　⇒　　再造林の促進
　再造林の促進　　　　 　　　⇒　　秋田スギのオリジナリティー維持、強化
　秋田スギのオリジナリティー維持、強化　　⇒　　秋田スギの販売促進

植える
収穫する

育てる

目標　オール秋田で種子生産
国＋県で普及のボトルネック解消を

秋田×他県から　秋田×秋田へ
８品種開発し、２５型採種園の実現を

５割は利用期

２割前後と低空飛行

金
額

　
（
万

円
）

収益比較（例）
従来のスギ

　　2500本/ha植栽
　　通常施業

特定母樹
　　1500本/ha植栽
　 　一貫作業
　　下刈り2回


